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理事者に質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。
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13
年
度
当
初
予
算
で
は
、
市
税

収
入
が
３
年
ぶ
り
に
増
収
に
転

じ
、
市
税
の
増
収
傾
向
が
続
く
も
の
と

期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
世

界
的
な
Ｉ
Ｔ
不
況
な
ど
に
加
え
、
米
国

の
テ
ロ
事
件
の
影
響
も
あ
り
、
我
が
国

経
済
も
未
曾
有
の
不
況
に
陥
り
、
14
年

度
は
市
税
収
入
が
93
億
円
の
大
幅
減
収

と
な
る
な
ど
、
市
財
政
は
一
転
し
て
、

市
政
改
革
の
成
果
を
上
回
る
勢
い
で
悪

化
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
こ
の
厳
し

い
局
面
を
何
と
し
て
も
乗
り
切
っ
て
い

く
た
め
、
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
緊
急

対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。

地
方
の
時
代
に
は
、
市
民
が
市

の
財
政
に
つ
い
て
も
認
識
し
、

自
分
た
ち
で
し
っ
か
り
考
え
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

今
後
制
定
す
る
市
民
参
加
推
進
条
例
に

は
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
責

任
や
、
市
政
の
状
況
に
つ
い
て
の
認
識

の
共
有
な
ど
を
、
は
っ
き
り
と
う
た
う

べ
き
だ
。厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
、

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民

と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
市
政
の
状
況

に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
、
共
に
考
え
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

市
民
参
加
推
進
条
例
に
つ
い
て
は
、

市
会
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
市
民
参

加
の
理
念
や
行
政
の
責
務
な
ど
と
共

に
、
市
民
の
責
務
に
つ
い
て
も
掲
げ
、

今
後
の
市
政
運
営
の
柱
と
な
る
条
例
と

し
て
制
定
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま

ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
。

市
は
、
12
年
に
策
定
し
た
外

郭
団
体
再
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
取
組
を
進
め
て
い
る
が
、
外
郭

団
体
は
多
額
の
債
務
超
過
な
ど
に
陥

っ
て
い
る
。
現
在
、
13
年
度
に
設
置

し
た
外
郭
団
体
経
営
改
善
支
援
チ
ー

ム
が
、
12
年
度
決
算
に
基
づ
く
経
営

状
況
の
点
検
評
価
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な

取
組
を
行
う
の
か
。

点
検
評
価
の
結
果
は
、
13
年
末

ま
で
に
公
表
す
る
予
定
だ
。
ま

た
、
全
団
体
に
、
点
検
評
価
を
踏
ま
え

た
14
年
度
に
係
る
経
営
改
善
計
画
の
策

定
を
求
め
て
い
る
。
特
に
経
営
状
況
の

厳
し
い
団
体
に
は
、
一
層
の
経
費
節
減

な
ど
の
指
導
と
共
に
、
団
体
の
公
益
的

役
割
や
市
の
関
与
の
在
り
方
も
考
慮
し

た
う
え
で
、
経
営
基
盤
の
強
化
や
、
よ

り
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
事
業

の
廃
止
、
縮
小
や
、
団
体
の
統
合
に
向

け
た
検
討
を
具
体
的
に
進
め
て
い
る
。

新
庁
舎
の
整
備
は
、
情
報
処
理

機
能
な
ど
の
面
で
も
先
送
り
で

き
な
い
が
、
現
地
で
の
建
替
え
は
難
し

い
。
市
の
南
部
方
面
へ
の
位
置
関
係
か

ら
見
て
も
適
切
な
、
九
条
車
庫
で
の
建

替
え
は
ど
う
か
。
建
物
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

で
建
て
、
土
地
と
共
に
借
り
受
け
、
数

十
年
後
に
買
い
取
る
こ
と
と
し
て
、
庁

舎
基
金
の
積
立
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

新
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

10
年
４
月
に
、
各
界
各
層
の
代

表
か
ら
な
る
新
庁
舎
整
備
懇
談
会
か

ら
、「
現
地
で
進
め
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
同
時
に
市
の
北
部
と
南
部
を
一
体

化
す
る
構
想
の
下
に
、
南
部
地
域
の
整

備
を
進
め
、
市
の
発
展
に
応
じ
て
、
市

庁
舎
の
南
部
移
転
を
考
慮
す
る
。」と
い

う
提
言
を
得
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
根

幹
と
な
る
財
政
措
置
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
の
活
用
な
ど
を
含
め
、
新
庁
舎

整
備
の
見
通
し
を
立
て
て
い
き
た
い
。

民
間
企
業
は
、
株
主
な
ど
に

財
政
状
態
や
経
営
成
績
を
知

ら
せ
る
た
め
、
財
務
書
類
を
開
示
し

て
い
る
。
市
も
、
12
年
に
貸
借
対
照

表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）を
作
成
、
公

表
し
た
が
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
も
早
期

に
作
成
し
、
公
会
計
改
革
を
推
進
す

べ
き
で
あ
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

は
、
ま
だ
自
治
体
の
会
計
制
度

に
共
通
し
た
作
成
基
準
が
な
く
、
作
成

す
る
自
治
体
も
極
め
て
少
な
い
た
め
、

比
較
分
析
も
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
引

き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
現
在
作
成

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
13
年
11
月
市
会

に
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
あ
わ
せ
て
報

告
し
た
い
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
新
た

な
手
法
に
よ
り
、
財
政
に
つ
い
て
の
説

明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
、
努
力
す
る
。

経
営
改
善
意
欲
の
あ
る
中
小
企

業
者
に
対
し
、
複
数
の
融
資
を

借
り
換
え
、
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

返
済
期
間
の
延
長
と
月
々
の
返
済
額
の

軽
減
を
図
る
緊
急
借
換
融
資
を
、
府
と

も
協
議
し
て
新
た
に
創
設
し
、
中
小
企

業
の
経
営
改
善
、
活
性
化
を
図
り
た
い
。

あ
わ
せ
て
、
小
規
模
事
業
振
興
特
別

融
資
の
限
度
額
の
引
上
げ
や
、
中
小
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
12
月
は

土
曜
日
も
相
談
業
務
を
実
施
す
る
な
ど
、

中
小
企
業
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

制
度
融
資
の
利
率
を
市
の
補
助

に
よ
り
事
実
上
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
、
据
置
期
間
を
1
年
か
ら
3
年
に
す

る
こ
と
、
今
借
り
入
れ
て
い
る
債
務
の

条
件
変
更
へ
の
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
。

ま
た
、
夏
季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸

付
制
度
に
よ
る
貸
付
け
を
通
年
化
さ
せ
、

金
額
も
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

複
数
の
借
入
れ
で
経
営
上
苦
労

し
て
い
る
や
る
気
の
あ
る
中
小

企
業
者
に
対
し
、
返
済
期
間
の
延
長
と

月
々
の
返
済
額
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
、

借
換
え
の
た
め
の
緊
急
融
資
制
度
を
創

設
す
る
が
、
金
利
負
担
の
全
く
な
い
制

度
融
資
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
夏
季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸

付
制
度
は
、
貸
付
限
度
額
な
ど
、
他
都

市
と
比
べ
て
充
実
し
た
内
容
で
あ
り
、

厳
し
い
財
政
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
限

度
額
の
引
上
げ
や
貸
付
け
の
通
年
化
は
、

極
め
て
困
難
で
あ
る
。

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
は
、
自

己
の
保
有
す
る
住
宅
な
ど
の
資

産
を
担
保
に
、
そ
こ
に
居
住
し
な
が
ら

高
齢
期
の
生
活
に
必
要
な
資
金
の
融
資

を
受
け
、
死
後
に
そ
の
資
産
を
売
却
し
、

返
済
に
充
て
る
制
度
で
あ
る
。
将
来
、

こ
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
基
本
的
な
考

え
方
、
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

こ
の
制
度
は
、
土
地
・
建
物
は

子
孫
に
残
す
と
い
う
相
続
意
識

が
あ
る
こ
と
や
、
不
動
産
の
流
通
市
場

が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が

あ
る
が
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
住
居

で
自
立
し
た
生
活
を
安
心
し
て
送
れ
る

方
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
国
は
、

低
所
得
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
制
度
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。市
も
、高
齢
社

会
の
進
展
に
伴
い
、注
目
を
増
す
制
度

と
考
え
て
お
り
、国
や
府
の
動
向
な
ど

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

健
康
保
険
の
自
己
負
担
割
合
の

引
上
げ
や
、
老
人
保
健
制
度
の

適
用
年
齢
の
段
階
的
引
上
げ
な
ど
の
改

革
に
対
し
、
市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
反

対
す
べ
き
だ
。
国
民
健
康
保
険
や
老
人

医
療
な
ど
、
減
ら
し
続
け
て
い
た
国
庫

負
担
を
計
画
的
に
元
に
戻
す
よ
う
、
国

に
対
し
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

急
速
な
少
子
長
寿
化
や
、
医
療

技
術
の
進
歩
、
低
迷
す
る
経
済

状
況
な
ど
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
現
在
、
国
で
医
療
保

険
改
革
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
、

か
ね
て
か
ら
国
に
対
し
、
医
療
保
険
制

度
間
の
格
差
の
解
消
は
も
と
よ
り
、
被

保
険
者
や
地
方
自
治
体
に
負
担
を
転
嫁

す
る
こ
と
な
く
、
長
期
的
に
安
定
し
た

11月定例会では、意見書3件

と決議1件を可決しました。

意見書については、内閣総理

大臣など、関係機関に提出しま

した。 （すべて全会一致）

中小企業支援対策の充実を

求める意見書

厳しい状況の中で懸命に経営努

力を重ねる意欲ある中小企業まで

もが経営の危機に追い込まれてい

る。

地域活力の維持、増進こそが経

営構造改革を支えるための必須条

件であり、そのためにも地域経済

を支える中小企業の育成、支援が

緊急の課題である。

国は、次の対策を講じること。

１ 中小企業金融対策の一層の充実

と経営相談体制の強化

２ 金融機関の貸し渋りを是正する

とともに、保証協会の保証条件の

緩和を図るよう、より一層の指導

の強化

３ 意欲ある起業家、経営者に向け

た創業支援及び経営革新の推進

４ 地域特性を生かしたにぎわいの

あるまちづくりの推進

５ 中心市街地・商店街活性化対策

の一層の推進

だれもが安心して良い医療を

受けられるための意見書

我が国の国民皆保険制度は、財

政的には破たんの危機にひんして

いる。

現在、厚生労働省の医療制度改

革試案を基に、高齢者の自己負担

増、健保８割給付の７割への引下

げなどが論議されている。改革に

おいては、国民に負担を押し付け

るものだけであっては決してなら

ない。

国は、「すべての国民が健康で文

化的な生活を営むことができる」

ことを原点とし、持続可能な制度

確立のため、財政的課題、患者負

担の在り方などを考慮し、国民の

期待に沿った改革を推進するよう、

次の事項について強く要望する。

１ だれもがいつでもどこでも安心

して良質な医療を受けられる国民

皆保険制度の堅持

２ 生活と健康を守るため、患者負

担の適正化と社会保障の充実

３ 老後も安心して暮らせる医療制

度の確立

４ 国保をはじめとした医療制度の

財政安定に対する国庫負担の増額

女性の年金制度の改善を

求める意見書

現行の年金制度は、専業主婦世

帯をモデルにしたものであり、多

様化したライフスタイルの中では

そぐわなくなってきている。

特に①専業主婦の保険料が免除

されている第３号被保険者の問題

②専業主婦が離婚し単身世帯にな

ると夫の報酬比例年金は受けるこ

とができず基礎年金のみとなって

しまう問題③遺族年金においては、

専業主婦に比べ働く女性に不利な

仕組みになっている問題等、様々

な問題が指摘されている。

国は、こうした問題に対し、広

範な国民の意見を聴きつつ女性の

自立した生活と人権が確立される

よう年金制度の改革を図ること。

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～

このたびの敬宮愛子内親王殿下

の御誕生を祝し、京都市会として、

12月18日の本会議において、次の

ような賀詞を奉呈することを決議

しました。

敬宮愛子内親王殿下の御誕生に

あたり慶賀の意を表する決議（要旨）

天皇陛下に奉呈する賀詞

このたびの皇孫敬宮愛子内親王

殿下の御誕生は、国民のひとしく

慶びとするところであります。

皇太子殿下に奉呈する賀詞

このたびの敬宮愛子内親王殿下

の御誕生は、国民のひとしく慶び

14
年
度
予
算
編
成
作
業
中
の
13

年
10
月
、
財
政
の
非
常
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
行
財
政
改

革
も
行
っ
て
き
た
が
、
市
財
政
は
元
々

危
険
な
状
態
に
近
付
い
て
い
た
。
非
常

事
態
宣
言
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
、

十
分
予
測
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

（

）

非
常
事
態
を
宣
言
し
た

市
の
財
政
状
況

す
る
課
題
を
抱
え
る
一
定
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
地
区
を
対
象
に
、行
政
区
別
の

構
想
を
よ
り
身
近
な
観
点
か
ら
検
討
す

る
手
法
の
一
つ
と
し
て
、同
プ
ラ
ン
の
中

で
提
案
し
て
い
る
も
の
だ
が
、内
容
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

近
年
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
が
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。

東
京
都
渋
谷
区
で
は
、
敷
地
面
積
が

3
0
0
㎡
以
上
の
建
築
物
の
新
築
・
増

改
築
に
際
し
、
建
築
面
積
の
2
割
以
上

を
屋
上
緑
化
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
る
。
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
を

開
催
し
た
京
都
市
も
同
様
の
条
例
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
は
11
年
に
緑
の
基
本
計
画
を

定
め
、
37
年
に
は
空
か
ら
見
た

緑
の
割
合
で
あ
る
緑
被
率
を
33
％
に
、

一
人
当
た
り
の
公
園
面
積
を
10
㎡
と
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
市
民
と
共
に
様
々

な
施
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

屋
上
緑
化
は
、
民
有
地
な
ど
の
緑
化
推

進
施
策
の
一
つ
と
し
て
有
効
で
、
現
在
、

制
度
の
調
査
を
進
め
て
い
る
。
今
後
の

緑
化
推
進
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
13
年

内
に
都
市
緑
化
推
進
協
議
会
を
設
立

し
、
委
員
や
市
民
か
ら
意
見
を
頂
き
な

が
ら
、
行
政
内
部
で
も
検
討
を
進
め
て

い
く
。

地
域
住
民
が
議
論
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
を
作
り
、
そ
れ
を

行
政
が
応
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
で

は
、
市
民
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
し
、
地
区
プ
ラ
ン
制
度
を
新

た
に
作
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
制
度
か
。
ま
た
、
既
存
の
ま
ち
づ

く
り
協
定
な
ど
は
、
尊
重
さ
れ
る
の
か
。

現
在
、市
で
策
定
中
の
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、都
市
計

画
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
、

全
市
域
対
象
の
構
想
と
行
政
区
対
象
の

構
想
に
分
け
て
構
成
し
て
い
る
。地
区
プ

ラ
ン
制
度
は
、住
環
境
や
防
災
上
の
問

題
が
あ
る
な
ど
、特
に
都
市
計
画
に
関

（

）

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
へ
の
支
援

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
の
御

池
通
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
永

久
に
確
保
さ
れ
る
公
共
空
間
で
あ
る
道

路
に
設
置
す
る
も
の
だ
か
ら
、
①
歴
史

に
耐
え
る
も
の
、
②
説
明
を
要
し
な
い

も
の
、
③
管
理
や
運
営
が
し
や
す
い
も

の
、
④
何
よ
り
京
都
で
し
か
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。
そ
こ
で
、
時
代

祭
に
出
て
く
る
歴
史
上
の
人
々
や
、
一

寸
法
師
な
ど
想
像
上
の
人
物
な
ど
の
彫

像
を
ず
ら
り
と
並
べ
て
は
ど
う
か
。

御
池
通
を
真
に
京
都
を
代
表
す

る
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備

し
、
歩
く
ま
ち
づ
く
り
と
も
連
動
さ
せ
、

京
都
の
都
心
部
再
生
の
起
爆
剤
と
す
る

必
要
が
あ
る
。
現
在
、
御
池
通
の
新
た

な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
策
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
る
が
、
今
後
、
提
案
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
潤
い
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
、

し
か
も
京
都
ら
し
い
都
市
空
間
と
な
る

よ
う
、
取
組
を
進
め
て
い
く
。

油
小
路
線
は
、
ま
だ
大
阪
と
つ

な
が
る
見
込
み
が
な
い
。
ま
た
、

首
相
が
新
た
な
高
速
道
路
建
設
に
金
を

出
さ
な
い
と
言
い
出
し
て
お
り
、
市
内

の
高
架
道
路
計
画
の
前
提
で
あ
る
、
京

阪
連
絡
道
路
の
実
現
の
可
能
性
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。
環
境
問
題
、
財
政
面
、

新
し
い
交
通
体
系
の
観
点
か
ら
も
、
高

（

）

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ

に
対
す
る
市
の
考
え
方

と
取
組

（

）

国
の
医
療
保
険
制
度

改
革

も
の
と
な
る
よ
う
、
制
度
の
抜
本
的
な

改
革
を
要
望
し
て
き
た
。
今
後
と
も
、

市
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
に
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

市
基
本
計
画
に
示
さ
れ
た「
環

境
を
基
軸
と
し
た
政
策
の
展

開
」や「
新
た
な
発
想
・
手
法
を
取
り
入
れ

た
行
政
運
営
の
推
進
」を
複
合
化
し
、
名

実
共
に
環
境
先
進
都
市
と
な
る
よ
う
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
体
制
や
支
援
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
の
か
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

○
子
ど
も
へ
の
環
境
教
育
・
啓
発

○
30
人
学
級
の
早
期
実
施

○
新
・
高
度
情
報
化
推
進
の
た
め
の
京
都
市
行
動
計
画

〜
ｅ
┃

京
都
21
〜
を
進
め
る
決
意

○「
区
民
の
誇
り
の
木
」
や
保
存
樹
の
活
用
と
緑
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

市会が採択した請願
○簡易水道の早期設置

［左京区］
○醍醐地域における小循環系
統バス路線の新設

［伏見区］
○山科区における小循環系統
バスの運行
○上京区への地域体育館建設
の早期実現

とするところであります。

ここに京都市会は、京都市民とと

もに、謹んで慶祝の意を表します。

以上の決議と共に、磯辺とし子市

会議長から、敬宮愛子内親王殿下の

御命名に対して、議長として、天皇、

皇后両陛下並びに、皇太子、同妃両

殿下に賀表等を奉呈し、慶祝の意を

表した旨の報告が行われました。

（

）

京
都
高
速
道
路
計
画
の

見
直
し

（

）

環
境
先
進
都
市
の
実
現

に
向
け
た
取
組

速
道
路
計
画
は
、
根
本
的
な
見
直
し
が

迫
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

京
都
高
速
道
路
は
、慢
性
的
な

交
通
渋
滞
の
解
消
と
都
市
活
動

の
活
性
化
を
促
す
も
の
だ
。厳
し
い
財

政
状
況
だ
が
、全
線
の
完
成
に
向
け
引

き
続
き
取
り
組
み
、と
り
わ
け
事
業
中

の
２
路
線
に
つ
い
て
は
、早
期
完
成
に

向
け
、全
力
で
取
り
組
む
。な
お
、油
小

路
線
は
、事
業
中
の
第
二
京
阪
道
路
と

接
続
し
、阪
神
方
面
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、京
阪
連
絡
道
路
に
つ
い
て
も
、早

期
整
備
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

都
市
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
化
に
よ
り
、
雨
水
の

処
理
を
下
水
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
今

後
、
雨
水
管
の
整
備
に
莫
大
な
費
用
が

掛
か
る
。
雨
水
を
土
に
染
み
込
ま
せ
る

た
め
、
歩
道
の
す
べ
て
を
透
水
性
の
石

材
に
替
え
、
車
道
の
両
側
に
は
こ
の
石

材
を
１
列
だ
け
敷
き
詰
め
て
は
ど
う
か
。

道
路
の
透
水
性
は
、
都
市
型
水

害
の
予
防
な
ど
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
だ
。
市
は
10
年
度
以
降
、

歩
道
整
備
に
お
い
て
透
水
性
ブ
ロ
ッ
ク

舗
装
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も

拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
車
道
の
透
水
性

舗
装
は
、
全
国
的
に
も
耐
久
性
や
安
全

性
な
ど
に
関
し
て
、
ま
だ
実
験
段
階
で

あ
る
。
提
案
の
方
法
は
、
耐
久
性
な
ど

に
未
知
数
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
研
究
す

べ
き
課
題
が
あ
る
が
、
市
と
し
て
も
車

道
の
透
水
性
舗
装
に
つ
い
て
、
早
期
に

試
験
的
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。 （

）

道
路
に
お
け
る
透
水
性

の
確
保

（

）

市
外
郭
団
体
の
再
整
備

に
向
け
た
取
組
の
推
進

（

）

市
役
所
新
庁
舎
の
整
備

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ

公
共
施
設
等
の
建
設
、運
営
な
ど

を
民
間
の
資
金
、経
営
能
力
な
ど
を

活
用
し
て
行
う
、イ
ギ
リ
ス
で
導
入
さ

れ
た
新
し
い
社
会
資
本
整
備
の
手
法

※
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

住
民
に
日
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
の
に
ど
れ
く
ら
い
の
コ
ス
ト

が
掛
か
り
、
そ
れ
を
い
か
な
る
負
担
で

賄
っ
て
い
る
の
か
を
表
し
た
計
算
書
類

※

（

）

企
業
会
計
手
法
を
活
用

し
た
公
会
計
改
革
の

推
進

※

（

）

中
小
企
業
へ
の
更
な
る

支
援

（

）

融
資
制
度
の
拡
充
と

柔
軟
な
対
応

長
年
に
わ
た
り
、
市
経
済
の
基

盤
を
支
え
て
き
た
中
小
企
業
者

に
と
っ
て
、
一
層
困
難
な
経
済
状
況
に

あ
り
、
個
々
の
企
業
努
力
に
も
限
界
が

あ
る
。
市
は
、
10
年
1
月
に
大
幅
な
緊

急
融
資
を
創
設
し
て
以
来
、
今
日
な
お

連
続
し
て
運
用
し
て
い
る
が
、
更
に
一

歩
踏
み
出
し
た
対
応
が
、
府
市
協
力
の

下
、
必
要
だ
。

中小企業支援センターでの相談風景

政
策
な
ど
を
環
境
の
視
点
か
ら

評
価
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
、

そ
の
見
直
し
や
新
た
な
政
策
形
成
に
つ

な
げ
て
い
く
、
新
し
い
行
政
運
営
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
京
都
市
版
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
の
中
に
、
環
境
の
視
点
か

ら
見
た
評
価
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

更
に
、政
策
の
意
思
決
定
段
階
で
環

境
へ
の
影
響
を
調
べ
、政
策
の
方
向
性
を

決
定
す
る
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、ま
ず
廃
棄
物
処
理
計
画
に

お
い
て
試
行
的
に
実
施
し
、同
時
に
市
政

全
般
に
わ
た
る
導
入
を
検
討
し
た
い
。

（

）

市
民
参
加
推
進
条
例
へ

の
市
民
の
責
務
の
明
記

（

）

都
心
部
に
お
け
る
緑
の

確
保

（

）

御
池
通
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
の
整
備

※
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

緑
の
欠
乏
や
排
出
熱
な
ど
に
よ
り

都
市
部
で
気
温
が
高
く
な
る
現
象

※


